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２－５ コージェネレーション導入によるエネルギー削減量

（技術の概要）

コージェネレーションシステム（ＣＧＳ）とは、１つのエネルギー源から熱と電気な

ど２つ以上の有効なエネルギーを取り出して利用するシステムのことで、エンジンの動

力で、発電を行い、その排熱（未使用熱）をプロセスや空調などの熱源として利用する

システムである。

（エネルギー削減量の推計方法）

本調査によるＣＧＳ導入可能性及びＣＯ 削減量の推計方法を図2-4に示す。２

（導入対象）

現状の年間ボイラー更新量が全てＣＧＳになった場合のＣＧＳ潜在量とＣＧＳ年間導

入実績量より、ＣＧＳ導入率（ＣＧＳ潜在量に対するＣＧＳ導入量）を求め、その値が

今後も継続されるとした。

現状の蒸気ボイラー容量 想定経済指標

将来の蒸気ボイラー容量

新規導入ボイラー容量 ＣＧＳ発電効率
既存代替ボイラー容量 ＣＧＳ熱回収効率

ＣＧＳ潜在導入量 ＣＧＳ導入実績
ＣＧＳ導入率

ＣＧＳ導入見通し 年間全負荷時間の想定

エネルギー削減量

図2-4 ＣＧＳ導入によるエネルギー削減量の推計
表2-10 ＣＧＳ導入量（累積値）

（参考データ）経済産業省 総合エネルギー調査会天然ガス小委員会による
ＣＧＳ導入見通し ６５０．２万ｋＷ（2010年度）
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表2-11 ＣＧＳ導入によるエネルギー削減量


